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■Pixel Search とは？ 

Pixel Search は渋谷交差点の歩行者数百人をリアルタイム処理することを目標に開発された画像認識技術。ビジュアライゼーショ

ン支援ソフト「Trace Blade 」に搭載されている。異なるフレーム間で多人数を同定処理することが可能で、現バージョンでは渋谷交

差点上の348 名を1 フレーム当たり20 秒程度で自動処理が可能[*1] 。サンプルムービーはこちら。 

 

Fig.1 Ḳ  

  

Pixel Search の例。異なるフレーム間で人物の同定を行い、同一のID を表示させている。顔のサイズは約15X15 ピクセル。 

上記例では解説用に2 画像は18 フレームの差があるが、通常は6 フレーム差(5fps) 程度で作業を行う。 

[*1] ：簡易設定でミドルクラス以上のCPU を使用した場合。一致精度を上げると処理時間がより長くかかる。 
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一般的な画像認識では、ある静止画上の「顔」は個々に判別できるが、さらに0.2 秒後の別画像で判別した「顔」を前の画像と同一

人物と判定するには別の技術が必要となる。これを可能にしたのが画像認識エンジンPixel Search である。 

  

https://www.youtube.com/watch?v=n--dTa8dNyI
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Fig.2 Ḳ  

  

Trace Blade ではPixel Search で算出した2 つのフレーム間の座標を補完処理し、トレースのレンダリングを行う。 

 

■Pixel Search の特徴 

Pixel Search の特徴は以下の通り。 

・映像の異なるフレーム間で、同じ特徴を持つ「顔」を自動認識し、追跡する。 

・5fps でも自動認識が可能で、補完処理を行うことで処理全体の高速化とスムーズなトレースが可能。 

・ターゲットの「顔」は15x15 ピクセルなど、小さな画像でも対応可能。 

・探索距離やステップ数を外部パラメータで制御することで、精度や処理速度のチューニングができる。 

・人間の顔だけではなく、自動車のナンバープレートなどにも応用可能。 

 

■Pixel Search の処理について 

・現在のフレーム(下の例では150f) で確定したターゲットの「顔」のピクセルからPS を算出。 

・以前のフレーム(138f~150f) から対象の移動量を算出し、ターゲットフレーム(下の例では162f) に探索範囲を設定[*2 ]  

・探索範囲内をブロックごとに順次サーチしてPS 特徴量を算出・比較し、もっとも一致しているブロックを候補として決定[*3 ]  

・PS 特徴量は画像の部分変化に強いため、「振り向いた顔」「一部が隠れた顔」なども検出可能な場合がある。 

 

Fig.3 Ḳ  

   

(1) 150f よりPS 特徴量を抽出 (2) 162f の探索範囲を順次サーチ (3) 最も一致するブロックを採用 
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[*2 ] ：前フレームよりターゲットの移動ベクトルを取り、それを参考に移動点を予測し、その周囲の一定領域を探索範囲としている。 

[*3 ] ：探索範囲が狭く、かつサーチのステップ数(上記例では5X5) が少ないと処理は高速になるが、一致精度は落ちる。 

 

■PS 特徴量の算出方法 

1)  コントラストを強調し、顔の輪郭と背景を可能な限り分離する。 

2) 画像をグレイスケールに変換し、縮小する。 

3) 画像を一定サイズのブロックに分割し、明度の濃淡勾配を参考に一定ルールで他のピクセルに置き換える。 

4) これを繰り返し、最終的には2X2 ピクセルの画像まで単純化する。 

5) PS 特徴量は最終的には最大で10 ケタの16 進数になる。[*4]  

 

Fig.4 ḲPS  

     

PS 特徴量の算出イメージ[*5] 。単純化のステップ数を上げると一致精度が上がるが、処理時間がかかる。 
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生成された最終ピクセル群と10 ケタ16 進数のイメージ[*5] 。 

 

[* 4] ：10 桁の16 進数には単純化の過程やフラグ情報も含まれる。設定で桁数を小さくすることも可能だが一致の精度が落ちる。 

      また「顔」部分のピクセルサイズがそもそも小さいときは単純化の過程が一部省略され、PS 特徴量の桁数も小さくなる。 

[* 5] ：Fig.4/5 は解説用に作図したダミーの画像・数値で、処理作業中の実際のメモリをダンプしたものではない。 
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■Pixel Search の適用と作業フロー 

ここではTrace Blade 上でPixel Search を使ってどのように作業を進めるかを解説する。Trace Blade についてはここを参照。 

下記のJR 品川駅の例では5fps で編集を行い、301 フレームのマーカー(人物の顔や頭部に置くもの)の編集処理が終わった状態

で、新しいキーフレームとして307 フレーム目を追加して作業を行っている。 

１）307 フレーム目を追加。この状態では全てのマーカー(合計 93 個)座標は301 フレーム目のままで画像とずれている 

２）Edit メニューでPixel Search がオンであることを確認し、「Interpolate All Marker 」を実施 

３）全マーカーが自動再配置される。結果を確認し、青枠（一致率が規定以下）のマーカーなどを手動修正し、完成させる。 

４）313 フレーム目を追加。以下、この作業を最終フレームまで繰り返し、完成したらレンダリングを行う。 

 

Fig.6 ḲPixel Search  

 

 

http://tracegraphic.com/Doc/TraceBlade_Info160823.pdf
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■資料リンク 

・Trace Blade 紹介資料 

http://tracegraphic.com/Doc/ TraceBlade_Info160823.pdf  

 

・渋谷交差点およびJR 品川駅サンプル(静止画出力結果。約 54MB)  

http://tracegraphic.com/Doc/PixelSearch_demo.zip  

 

・渋谷交差点ムービー 

https://www.youtube.com/watch?v=n -- dTa8dNyI  

 

・JR 品川駅ムービー 

https://www.youtube .com/watch?v=WMCh8V3MD4w  

 

・Trace Graphic  

http://tracegraphic.com/  

 

・問い合わせフォーム 

http://tracegraphic.wixsite.com/japan/contact -us 

 

・メールアドレス 

info@tracegraphic.com  

 

 

 

 

 

 

Contact Information  

Mail  info @tracegraphic.com 

URL http://tracegraphic.com  
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